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「餓死」「孤立死」の根絶を！生活保護の改善を！ 
５月１５～１７日 全国「餓死」「孤立死」問題調査ｉｎ札幌 行われる 

  

5 月 15～17 日の 3日間、全国「餓死」「孤立死」問題調査団（団長・井上英夫金沢大学教授）が、札幌白石

区姉妹孤立死事件が起きた札幌で調査を行い、九州をはじめ道外からもたくさん参加しました。15 日の夜は

「全国『餓死』『孤立死』問題調査ｉｎ札幌・市民集会」が行われ 160 人以上が参加しました。16 日は、亡く

なった姉妹の住宅前に献花した後、札幌白石区の保健福祉部長などと懇談しました（白石区社保協の今事務局

長も発言）。同区の生活保護利用者との懇談会も。並行して「生活保護緊急１１０番」も行われました。最終

日の 17 日には、現地調査の結果に基づいて、札幌市に対して再発防止の要望書を提出し、「餓死」「孤立死」

根絶のための提言を記者発表しました。調査団は、6 月上旬に、厚生労働省へ提言書を提出し、8 月はじめに

は、調査の報告書をまとめ、東京で孤立死根絶のための集会を行う予定です。 

 

市民集会は、冒頭、姉妹に黙祷を捧げ、尾藤広喜副団長が、事件の背景にある貧困

と生活保護行政の現状や課題、現地調査の目的などを基調報告しました。小久保哲郎

事務局長から、報道された「孤立死」があった自治体への公開質問状の回答の結果か

ら、貧困で生活保護の利用条件を満たしているが利用に至っていないことやライフラ

イン事業者から行政へ情報提供がされていなかったことなどが見えてきたと報告さ

れ、札幌での事件の経過や問題点について、現地の細川久美子・道生連副会長、吉永

純副団長が報告。亡くなった姉妹と同郷の作家の雨宮処凛さんも３日間参加し、集会

で「ＳＯＳを発信できる社会」にしていく必要性など訴えました。 

１１０番は、全道各地から 58 件の相談が寄せられ、地元の弁

護士や司法書士、道勤医協のソーシャルワーカーや道生連の相

談員が対応しました。「福祉事務所に相談にいく度に追い返さ

れ、持ち家や借金も整理したのに申請させない」「生活保護の相

談に行ったらハローワークに行けと言われ、ハローワークに行

ったら生活保護の相談に行くように言われた」など、札幌市以

外でも申請権侵害の実態が明らかになりました。 

 

 白石区や利用者との懇談も踏まえて札

幌市に対して、生活保護申請書を渡して誰

でも申請できることを伝え、助言・教示す

る義務があることなど、再発防止のための

要請をしました。 

 発表した「提言」には、港区で、ふれあ

い相談員を配置し、対象世帯を訪問し必要

な制度に結び付けている取り組みなどを

紹介、行政機関が積極的アプローチする必要も求めています。 

尚、札幌白石区との懇談の中で、「当時の相談員の対応など」の再調査を要請しました。その結果もふまえて、生

活保護予算のあり方など国の責任と改善も加えて、厚生労働省とも懇談、東京でも記者発表します。 

  

孤立死をなくすために、市町村と懇談し、生活保護や自治体の対策を改善させましょう。 


